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はじめに
　 米 国 財 務 会 計 基 準 審 議 会（Financial Ac-
counting Standards Board, FASB）は，2016
年 1 月に会計基準更新書第 2016-01 号「金融商
品－全般：金融資産及び金融負債の認識と測定
（以下「2016 年米国基準）」（FASB, 2016）を
公表した。2006 年 2 月に FASB と国際会計基
準 審 議 会（International Accounting Stand-
ards Board, IASB）は覚書（Memorandum of 
Understanding, MoU）「IFRS と米国会計基
準間のコンバージェンスに向けたロードマッ





告 基 準（International Financial Reporting 
Standards, IFRS） 第 9 号「 金 融 商 品（ 以 下
「IFRS9」）」であり，2009 年 11 月に金融資産側，












― 金融資産及び金融負債の分類と測定指針の 2016 年改訂 ―
中京大学経営学部教授　吉　田　康　英
Consideration of Change and Result of 
Review-work of Financial Instrument 
Accounting in the United States 
―2016 Revision of Classification and  Measurement Guidance for Financial 
Assets and Financial Liabilities―
Yoshida, Yasuhide（Professor, Chukyo University）
論　文
98 中京経営研究　第 26 巻（2017. 3）
































Receivables 及び Topic 320：Investment-Debt 
and Equity Securities, 広 範 な 取 引（Broad 
Transactions）分野の Topic 815：Derivatives 
and Hedging 及 び Topic 825：Financial In-
struments に含まれる。ASC による金融資産
及び金融負債の分類と測定指針は，体系化作業
前に FASB が公表した次の基準書（Statement 




































































































売却可能な株式等の持分証券 減損の対象（注 2）（2 段階アプローチ）
経営者の保有の意図が売買目的
に該当しないもの











































ASC 320-10-25-1），公正価値 & 純損益に一本








































































































































































































































































































































































公正価値＆その他の包括利益 所定の適格要件を満たす債務性商品 信用減損の対象 許容（注 1）金融商品自体の特徴＋事業戦略
















公正価値＆その他の包括利益 所定の適格要件を満たす債務性商品 許容（注 1）金融商品自体の特徴＋事業戦略
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契 約 上 の キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 特 性（FASB, 












































































































































































































































































策及び FASB や IASB も参画したジョイント・









案は 2008 年討議資料及び JWG ドラフト基準
が目指す方向と同一線上にある。






























































































て，IASB による IFRS9 とのコンバージェン
スを意識したことがある。2013 年更新書案の





る点は IASB も同じであり，2013 年更新書の
公表時点の IFRS9 の金融資産の分類区分は償
却原価と公正価値 & 純損益の 2 区分のみにて，
公正価値 & その他の包括利益となる区分はな
かった。これについて，IASB は 2013 年更新
書案で示された米国による金融商品会計の見直
し動向を考慮し，2014 年７月に IFRS9 を改訂
して公正価値 & その他の包括利益となる区分
を追加した結果，分類区分と会計処理の枠組み
は，IFRS9 及び 2016 年米国基準とも一部を除
いて同じになった 10。
　このように 2013 年更新書の公表時点におけ
る FASB の方針は，米国基準と IFRS のコン
バージェンスを意識した形になっている。
2．3．3　2 つの更新書案と 2016 年米国基準間
の関係性
　前述のように米国の金融商品会計の見直しの
方向性は，JWG ドラフト基準や 2008 年討議
資料の長期的解決策を意識して公正価値による
単一測定属性モデルへの実質的な接近を図っ
































































図表 5：改訂前の米国基準，更新書案から 2016 年米国基準までの主な変還
改訂前の米国基準 2010 年更新書案 2013 年更新書案 2016 年米国基準
会計モデル 混合測定属性モデル 単一測定属性モデル（実質） 混合測定属性モデル 混合測定属性モデル
基本となる分類区分
（例外的な項目を除く）






























分類の対象範囲 有価証券のみ 金融商品の全般 金融商品の全般 有価証券のみ
当初分類後の変更 許容 禁止 禁止 許容
償却原価分類の途中売却
等に対する設置 懲罰的規定あり 明示的な規定なし 明示的な規定なし 懲罰的規定あり
公正価値オプション あり なし あり あり
複合商品の分離処理
（金融資産の場合） あり なし なし あり
複合商品の分離処理
（金融負債の場合） あり なし あり あり
コア預金負債（測定値） 債務（預金）額 再測定額（現在価値） 債務（預金）額 債務（預金）額（開示） 要求項目なし 要求項目あり 要求項目あり 要求項目なし
株式等の持分証券（資本
性商品）の会計処理
公正価値＆純損益 公正価値＆純損益 公正価値＆純損益 公正価値＆純損益
公正価値＆その他の包
括利益 ― ― ―
その他の包括利益（累計
額）からの組替調整 あり あり あり あり
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に対して 2013 年更新書案では，IFRS9 とのコ
ンバージェンスの観点から資産側の複合商品は
論　文



























































































































　2016 年 米 国 基 準 の 公 表 の 可 否 に 関 す る
















　2016 年米国基準の公表に反対した FASB 構
成 委 員 は，Thomas J. Linsmeier，Marc A. 
Siegel 及 び R. Harold Schroeder の 3 名 で あ
り 12， Linsmeier と Siegel は 連 名，Schroeder
は単独で反対意見を述べている。
3．1．1　Linsmeier & Siegel の反対意見の要
旨






& Sigel は，ほぼ同様の理由から 2013 年更新
書案の公表にも反対している（FASB, 2013, 
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理性が認められる。
3．2　2016 年米国基準に対する代替案の概要
　2016 年米国基準の公表に反対した FASB 構
成委員の 3 名は，反対意見とあわせて代替案を
提示している。
3．2．1　Linsmeier & Siegel による代替案の
概要


















































































































び損益の測定方法は，IASB による IFRS9 に
類似している。Linsmeier & Sigel が主張する
代替案 B の主な利点は，次の通りである。


























































































































　第二弾である 2013 年更新書案は，2010 年更
新書案の方針から一転し，改訂前の米国基準が
採用する混合測定属性モデルに回帰するととも
に，IASB による IFRS9 とのコンバージェン
スを意識している。IFRS9 の前身である国際
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会 計 基 準（International Accounting Stand-
ards, IAS）第 39 号「金融商品：認識と測定
（以下「IAS39」）」（IASB, 当初公表は 1999 年
であるが，IASB としては 2001 年に採用）は，
改訂前の米国基準と密接な関係にあり，両者
は実質的にコンバージェンスがなされていた。









































FASB としては 2013 年更新書案をもとに米国
の金融商品会計を見直す便益は乏しいとする




























































































































2016 年度及び 2017 年度の 2 年間は改訂前の米
国基準が適用される。財務諸表作成者及び監査
人や利用者は，その間に会計基準の変更対応を
進めることで，2018 年度から 2016 年米国基準
が適用される。
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